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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成27年7月16日(2015.7.16)

【公表番号】特表2015-502241(P2015-502241A)
【公表日】平成27年1月22日(2015.1.22)
【年通号数】公開・登録公報2015-005
【出願番号】特願2014-532463(P2014-532463)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  53/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  15/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/20     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/16     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/18     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/02     (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ  53/08     (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ  25/00     (2006.01)
   Ｃ１０Ｌ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   53/04     　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｄ   15/00     １０１Ｂ
   Ｂ０１Ｊ   20/20     　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｊ   20/08     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ   20/08     　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｊ   20/10     　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｊ   20/16     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   20/06     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ   20/18     　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｄ   53/02     　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｄ   15/00     　　　Ｊ
   Ｃ１０Ｇ   53/08     　　　　
   Ｃ１０Ｇ   25/00     　　　　
   Ｃ１０Ｌ    3/00     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成27年5月29日(2015.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハロゲン化合物をプロセス流体から除去するための方法であって、（ｉ）ハロゲン化水
素を含むプロセス流体を第１の収着剤に通してハロゲン化水素を除去し、ハロゲン化水素
枯渇プロセス流体を生成する工程と、ついで、（ｉｉ）前記ハロゲン化水素枯渇プロセス
流体を第２の収着剤に通して有機ハロゲン化物化合物をそこから除去する工程とを含み、
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前記第１の収着剤は、アルミナ又はアルカリ化金属酸化物を含み、前記第２の収着剤は、
アルミナ、ゼオライト、遷移金属酸化物、又はスルホン酸を含む、方法。
【請求項２】
　プロセス流体が５０体積％以上の水素を含む水素ガス流である、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　プロセス流体が炭化水素を含むガス流である、請求項１又は請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ハロゲン化合物が臭素化合物又は塩素化合物、好ましくは塩素化合物である、請求項１
から３の何れか一項に記載の方法。
【請求項５】
　第１の収着剤に供給されるプロセス流体のハロゲン化水素含量が０．１～２０ｐｐｍの
範囲にある、請求項１から４の何れか一項に記載の方法。
【請求項６】
　第１の収着剤が、アルカリ化アルミナ、好ましくはアルカリ化亜鉛－アルミナを含む、
請求項１から５の何れか一項に記載の方法。
【請求項７】
　第１の収着剤が、一又は複数の有機ハロゲン化物化合物を形成する酸性部位を含む、請
求項３から６の何れか一項に記載の方法。
【請求項８】
　第２の収着剤が、遷移アルミナもしくはアルミナ水和物から選択されるアルミナ、ゼオ
ライトＹもしくはゼオライト１３Ｘから選択されるゼオライト、又は酸化鉄、酸化マンガ
ン、酸化銅及び酸化ニッケルから選択される遷移金属酸化物を含む、請求項１から７の何
れか一項に記載の方法。
【請求項９】
　有機ハロゲン化物化合物が除去された前記プロセス流体を第３の収着剤に通して、残留
又は生成したハロゲン化水素を除去する、請求項１から８の何れか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　０～３００℃、好ましくは０～２００℃、より好ましくは１０～１００℃の範囲の温度
で操作される、請求項１から９の何れか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　１～１００ｂａｒ、好ましくは１～４０ｂａｒの範囲の絶対圧力で操作される、請求項
１から１０の何れか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　第１の収着剤と、該第１の収着剤の下流に第２の収着剤とを含む、ハロゲン化合物をプ
ロセス流体から除去するのに適した精製システムであって、第１の収着剤がハロゲン化水
素を前記プロセス流体から除去してハロゲン化水素枯渇プロセス流体を生成し、第２の収
着剤が有機ハロゲン化物化合物をハロゲン化水素枯渇プロセス流体から除去するために適
した精製システムであって、前記第１の収着剤は、アルミナ又はアルカリ化金属酸化物を
含むペレット、顆粒又は押出成形体を含み、前記第２の収着剤は、アルミナ、ゼオライト
、遷移金属酸化物、又はスルホン酸を含むペレット、顆粒又は押出成形体を含む、精製シ
ステム。
【請求項１３】
　第１の収着剤が、アルカリ化アルミナ、好ましくはアルカリ化亜鉛－アルミナを含むペ
レット、顆粒又は押出成形体を含む、請求項１２に記載の精製システム。
【請求項１４】
　第２の収着剤が、遷移アルミナもしくはアルミナ水和物から選択されるアルミナ、ゼオ
ライトＹもしくはゼオライト１３Ｘから選択されるゼオライト、又は酸化鉄、酸化マンガ
ン、酸化銅及び酸化ニッケルから選択される遷移金属酸化物を含むペレット、顆粒又は押
出成形体を含む、請求項１２又は請求項１３に記載の精製システム。
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【請求項１５】
　第２の収着剤の下流に第３の収着剤を更に含む、請求項１２から１４の何れか一項に記
載の精製システムであって、第３の収着剤がハロゲン化水素をプロセス流体から除去する
、精製システム。
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